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一般社団法人 茨城県環境管理協会 



エコ・カレッジ（職域コース・職域アドバンスコース） 
を開講しました 

〜職域アドバンスコースを含め 86 名の受講生〜 

 

７月28日にホテルレイクビュー水戸で、当協会主催のエコ・カレッジ（職域コース・

職域アドバンスコース）の開講式及びエコ・カレッジを開催しました。 

今年度もお申込みは大変ご好評をいただきまして、職域コースと職域アドバンスコ

ース合わせて、86名の方に参加いただきました。 

新型コロナウイルス感染症対策のため、机にアクリルボードを設置して３密を避け

る対策をとり、開講式は茨城県環境管理協会理事長の挨拶よりはじまり、事務局によ

るオリエンテーション、地球温暖化防止推進委員の木本信太郎様よりご挨拶いただき、

通常より短い開講式となりました。 

 

気候変動への備えと 
再生可能エネルギーについて学びました 

～第１回エコ・カレッジ～ 

        

 開講式に引き続き、第１回エコ・カレッジを開催しました。「気候変動への備えと再

生可能エネルギー」をメインテーマとして、第１部は「気候変動への備え」をサブテ

ーマに、東京大学大学院 農学生命科学研究科 植物医科学研究室 渡邊健特任教授、

環境省 関東地方環境事務所 環境対策課地域適応推進専門官 川原博満氏にご講演い

ただきました。第２部は「再生可能エネルギー」をサブテーマに、東京都市大学 環境

学部の伊坪徳宏教授、市民エネルギーちば株式会社 宮下朝光氏にご講演いただきま

した。 

 



第１部 気候変動への備え 

「気候変動が農作物の栽培に及ぼす影響」 

 東京大学大学院 農学生命科学研究科 植物医科学研究室 特任教授 渡邊健氏 

渡邊氏には気候変動と地球温暖化、気候変動が昆虫の分布に及ぼす影響、気候変動

が農作物病害虫の発生と農作物の生産に及ぼす影響、農作物生産をする上での、気候

変動に対する対応策、そしていま、私たちができることについてご講演いただきまし

た。  

温暖化の現状については、「人間の影響

が大気、海洋及び陸域を温暖化させてき

たことには疑う余地がない」ということ

をはじめに、地球上のすべてにおいて急

速な変化が現れ、漁業、農業などに大き

く影響が出ていることなどをお話いただ

きました。  

気候変動の適応策については、主に農

業のサツマイモに焦点を当てて、健全種

苗の利用と苗や土壌の消毒の徹底、圃場

の衛生及び物理性改善、早めの雑草・防

害虫防除についてお話いただきました。  

温暖化の現状や適応策についてお話しいただいた後は、今私たちができることについて、

生活スタイルの見直し、再生可能エネルギーの利用、環境保全などのさらに身近な例につ

いてお話しいただき、理解が深まりました。  

最後に質疑応答の時間では、稲とレンコンの病害虫への対策はどのようにすればいい

か？という問いに対して、水の中の病害虫に対しては、水抜きや土の入れ替え、ドローン

の利用が必要で、個人では非常に難しく地域の取り組みとして行わなくてはならないため、

今こそ地域での協力が必要であると力強くお答えいただきました。  

 

 

「気候変動適応に向けた計画策定の推進」 ～気候変動適応ってなに？～  

環境省 関東地方環境事務所 地域適応推進専門官 川原博満氏 

川原氏は、2014年から2018年はJCCCA（全

国地球温暖化防止活動推進センター）の事

務局長として、2018年からは現在の環境省  

関東地方環境事務所で活躍されています。 

川原氏には、気候変動の現状から将来の

予測、気候変動に対する対応から適応策に

ついてグラフやデータを多く用いて、分か

りやすくご説明いただきました。 

気候変動の現状については、熱中症の死

亡者が増加傾向であることや漁業での漁獲



量に対する影響、自然災害の発生による損害・損失の増加があり、将来の予測につい

ては、気温上昇や豪雨や猛暑の増加があるとお話しいただきました。 

気候変動や影響に対する民間企業の対応としては、ESG 金融の拡大や、気候変動によ

る「物理的」変化に関するリスク、脱炭素社会・気候変動適応社会への「移行」に関

するリスクがあり、それぞれのリスクをさらに細かく、急性、慢性、政策、技術、評

判などに分けて考えておく必要があり、気候変動や影響に対する国や自治体の対応は、

熱中症患者の増加、風水害の増加、農業への影響に対するそれぞれの対策や政策・法

規制の変更、市民の要求・意識の変化に対する対応を考える必要があるとお話しいた

だきました。 

気候変動適応の推進に対しては、まず複数のシナリオを設定し、活動への影響評価

から潜在的な対策まで整理した上で、優先課題を特定する必要があると順を追ってご

説明いただきました。 

 

 

第２部 再生可能エネルギー   

「ソーラーシェアリングと有機農業の融合による地域再生」 

株式会社市民エネルギーちば 環境事業部 本部長 宮下朝光氏 

宮下氏は、市民エネルギーちば株式会社

の監査役と環境事業部  本部長を兼任され

ており、昨年度の「令和３年度気候変動ア

クション環境大臣表彰」では「緩和・適応

分野」の「気候変動アクション大賞」を受

賞されております。講演では、その大賞を

とられた題目を中心に「ソーラーシェアリ

ング」についてお話しいただきました。  

はじめに、ソーラーシェアリング事業と

は、耕作放棄地を再び農地へ再生し、畑の

上ではスリムタイプの太陽光パネルを設置

し、電気と作物のシェアを目標にした活動であるということをご説明いただきました。  

 次に、ソーラーシェアリングの現状や課題について、近年、ソーラーパネル設置に伴い

山の丘陵や森林の破壊が問題になりつつありますが、ソーラーシェアリングは畑の休耕地

に設置し、さらに休耕していた畑も利用するため一般的なソーラーパネルの設置と違い、

地域住民の反感が非常に少なく、理解してもらいやすい事業だということや、近年では発

電した電気の販売価格が下降傾向にあるため、ソーラーパネル設置に対する採算が取れな

くなってきているのが現状だとお話しいただきました。一方で、脱炭素社会を目指す取り

組みはさらに活発になっているため、市町村の取り組みや企業の取り組みとしての注目度

は上がっていくと熱くお話しいただきました。  

 

 

 



「ライフサイクルアセスメントを用いた環境問題の解決策」 

 東京都市大学 環境学部教授 伊坪徳宏氏 

伊坪氏は、ライフサイクルアセスメント(以下 LCA と略)を中心に、環境科学、環境

影響評価、環境経済評価を専門に研究されており、2005 年からは東京都市大学 環境

情報学部准教授、2013 年からは環境学部教授、さらに産業技術構造審議会低炭素部会

自動車 WG 議長、日本 LCA フォーラム企画委員長、日本 LCA 学会理事などとしても活躍

されています。 

日本で初めての LCA を専門とする教授とな

った伊坪氏のお話は、はじめに LCA という聞

きなれない言葉が今どうして注目を浴びてい

るのか、その意義とは何なのか。そして活用

の方法、SDGs と関連付けた LCA を利用した環

境問題解決策について順を追って説明してい

ただきました。 

そもそも、LCA とは何かというと、商品や

サービスに対する環境影響評価のことです。

ある商品が製造、輸送、販売され、そこから

使用されて廃棄に至るまでの一連の流れすべ

てを調べ、その中でどれほど環境に影響を及ぼすか調べ、その上で改善策を模索する

というものだそうです。 

とは言っても、具体的な例がなければピンときません。そこでまず初めに新聞の記

事を見せてくださいました。タイトルは『電気自動車が「排ガス」』です。 

ガソリン車が走行時に排ガスを出すことは周知の事実ですが、LCA では走行時だけで

なく、製造過程からも排ガス量を調べます。すると、ガソリン車に比べて電気自動車

は使用する部品が多く、製造工程ではより多くの CO2 が出てしまうのだそうです。 

しかし、10 万㎞走行した場合、使用時の排ガス量は電気自動車の方が圧倒的に少な

く、結果としてガソリン車よりも環境負荷が少ないということになります。 

このように、製造や使用だけに目を向けて環境負荷を考えるのではなく、ライフサ

イクル全体に目を向けて環境負荷を考え、それに伴った問題解決を行うことが大切と

のことです。 

また、近年は SDGs が広まり、様々な事業に SDGs 項目をタグ付けするようになって

いますが、ビジネスへつなげるのが難しいのも現状です。そんな SDGs を具体的に経営

の中で回していくためにも、LCA を組み込むことでビジネスへつなげることができるそ

うです。そのための５つあるステップについて、順を追って説明いただきました。ま

ずステップ１、SDGs を理解する。ステップ２、優先課題を決定する。ステップ３、目

標を設定する。ステップ４、経営へ統合する。ステップ５、報告とコミュニケーショ

ンを行う。 

様々な課題を同時解決することが求められている昨今、SDGs と LCA をうまく組み合

わせることを例に述べつつ、環境問題の解決策をお話ししていただきました。 



廃棄物処理と地域循環共生圏ローカル SDGs 

について学びました 
～第２回エコ・カレッジ～ 

８月 25 日にホテルレイクビュー水戸で、「廃棄物処理と地域循環共生圏ローカル

SDGs」と題して、第２回エコ・カレッジ（職域コース）を開催しました。午前の部で

は「廃棄物処理法概論」の講義、午後の部では「地域循環共生圏ローカル SDGs を目

指す取り組み」をメインテーマとして、取り組み事例を紹介していただきました。 

 

１ 廃棄物処理法概論 

  株式会社日立製作所 日立事業所 エネルギー環境管理センタ 

センタ長 鈴木良治氏 

 「廃棄物処理法概論」と題し、最初に不法投棄の実情、廃棄物の分類及び処理方法、

廃棄物全般にかかわる説明がありました。不法投棄の実態に関するデータによると、

平成14年から不法投棄件数は年々減少傾向にあること、そして発覚した不法投棄の内

建築系の廃棄物が70％を占めることをご説明いただきました。次に、不法投棄は組織

的犯罪であり、廃棄物処理法について知識がないと、巻き込まれてしまうことをご説

明いただきました。 

 廃棄物とは、自ら利用することができず、さら

に他人に有償で売却することができなくなった不

要物のことだそうです。売却価格が運搬価格より

も高くなる場合は有価物、商品として扱われます。

『いらない、売れない』ものが廃棄物に分類され、

さらに廃棄物は大きく生活系廃棄物と事業系廃棄

物に分けられます。この事業系廃棄物の中にある

産業廃棄物を分類することが、廃棄物処理に必要だとおっしゃっていました。 

続いて、許可証・委託契約書・マニフェストについて具体例を示して解説していた

だきました。先ほど学んだ産業廃棄物を、処分場に搬入する際は運搬業者に依頼する

必要があります。その際、収集運搬業者を選択する必要がありますが、そこで重要に

なってくるのが許可証です。収集運搬を依頼したい廃品物の品目許可を持っている業

者を探し、さらに廃棄物排出元県と処分先県の両県の収集運搬許可を持っているか確

認しなくてはいけません。処理・処分業の許可証を見せてくれなかったり、回収した

廃棄物が大量に保管されていたりする業者は注意する必要があるとご説明いただきま

した。だからこそ、犯罪に加担しないためにも直接現地を視察することが大切だとお

っしゃっていました。 

廃棄物に関する細かな法律や手順について学んだところで、最後に演習という形で

実際にマニフェストを作成しました。かなり複雑なマニフェストでしたが、演習を通

して書き方を身に着けることができました。感染防止対策のため、参加者の机を巡回

することはできませんでしたが、スクリーンを利用して全員がついていけるよう、マ

ニフェストの作成手順をご説明くださいました。  



２ 地域循環共生圏ローカル SDGs 達成を目指す取り組み 

  一般財団法人 セブン-イレブン記念財団 

  事務局長 森永仁氏 

 午後からは「地域循環共生圏ローカルSDGs達成を目指す取り組み」と題し、セブン

-イレブン記念財団が行ってきた様々な取り組みを紹介していただきました。今や世

界の環境課題は数多く、日本政府も対応を急いでいる状況です。2050年までに温室効

果ガス排出量をゼロにすることを目標に、様々な政策が進んでおり、この多様な課題

に対応できない企業は、生き残れない時代だと森永氏はおっしゃっていました。 

 自然界には、雨が降って森に蓄えられ、川となって巡り、海に流れてまた水蒸気と

して雲を生むという水のサイクルがあります。その自然が生んだサイクルに合わせて

活動することが大切だそうです。森林整備によって、グリーンカーボンとして炭素を

吸収。生物多様性を保全することで、河畔林や湿原がまた炭素を吸収。さらに海を保

全すれば、アマモをはじめとした海藻等の海洋生物によってブルーカーボンとして炭

素を吸収。自然保護と脱炭素目標を同時解決することを目標にしているとのことです。 

 セブン-イレブン記念財団では、1993年に20周年記念事業として、加盟店と本部が

一体となって「環境」をテーマに社会貢献活動に取り組むことを目的に設立されたま

した。地域に根差した市民団体と協力し、企業だけでは難しい『産・官・学・民』共

同で『未来世代につなぐ社会』を展開する思いを持ってスタートしました。 

 地域社会の持続可能な発展に寄与するための財団ですが、現在社会は様々な問題に

あふれています。光害、環境汚染、地球温暖化の進行。それらに伴って、 SDGs をは

じめとしたさまざまな対策も取られています。 

 人類にとっての二大危機と呼ばれているのが、気候危機と生物多様性問題です。こ

の大きな問題を解決する策として、地域循環共生圏があり、地産地消で人・もの・お

金・思いを循環させ、強い地域づくりを行うことを目標としたもので、循環経済・脱

炭素社会・分散型社会の実現を目指しています。 

 そこで、セブン-イレブン記念財団では、環

境省、一般社団法人環境パートナーシップ会議

と共に、環境保全及び共同取り組みに関する協

力協定を 2021年に締結しました。その目的は、

日本全国における環境保全活動及び環境の保全

に関する協働取組の推進を図り、地域における

環境問題の解決に向けた取組及び SDGs達成に

向けた取組の促進、並びに各地域社会の持続的

な発展に寄与することだそうです。 

 そんな環境を保全するために、行っている取組の一つが「セブンの森」であり、茨

城県でも2018年に茨城県と地域でホタルの再生活動を長年行っている「ホタルネット

ワーク mito」、セブン -イレブン記念財団の間で三者協定が結ばれ、「茨城セブンの

森」プロジェクトが開始されました。  



生物多様性と気候変動に適応して 
サーキュラーエコノミーへ 

～当協会主催 2022年度 環境事例発表会～ 

 

 ９月 28 日（水）にホテルレイクビュー水戸で、会員様を対象とした環境事例発表会、茨城県

地球温暖化防止活動推進員を対象とした第２回研修会、エコカレッジ 2022 受講生を対象とした

第３回エコ・カレッジ、を同時開催いたしました。午前のＰＡＲＴ１では「生物多様性と気候

変動適応」についてご講演いただき、午後のＰＡＲＴ２では、「サーキュラーエコノミー」循環

型経済の推進についての講演とサーキュラーエコノミーに対する取り組みについてのパネルデ

ィスカッションを行いました。地球温暖化防止活動推進員やエコ・カレッジ受講者、行政機関

などから約 110名に参加していただきました。 

 

ＰＡＲＴ１ 生物多様性と気候変動適応 

 

「生物多様性な空間を守るための取り組み」 

 久米島ホタル館 館長  佐藤 文保 氏  

     

佐藤氏は 2000年に久米島ホタル館館長

に就任し、2015 年からは環境省・希少野

生動植物保護推進員として活動されてい

ます。これまでの活動で、オオムカデと

２種類のオオサワガ二の新種を発見され

ました。また、環境省の推奨する子供ホ

タレンジャー活動や地域の小・中・高校

生等を対象に自然環境の教育指導を行っ

ています。 

はじめに久米島の生き物についてお話

していただきました。久米島には県立自然公園があり日本でもこの地域でしか見ることができ

ないキクザトサワヘビをはじめとした貴重な生き物が生息しているそうです。 

その貴重な環境を保全するため、ラムサール条約登録湿地の登録を進めてきたのだとか。 

このキクザトサワヘビの仲間は、本来標高の高い大陸にしか生息していないとされていたそ

うです。ところが、小さな離島の久米島で発見された当時は大発見だったそうです。 

また、その他にも日本で３種類しかいない水生ホタルの一種、クメジマボタルも紹介してく

ださいました。このクメジマボタルはゲンジボタルの先祖の姿を残しているとされる貴重なホ

タルです。そんな久米島ですが、住民たちの生活や農業、外来種などによりこれまでに絶滅し

た生き物もいるそうです。 

 久米島ホタル館は、そんな住民たちが今絶滅へ向かいつつあるホタルを復活させたいという

思いで建設されました。その道のりは険しかったようで、最初に久米島ホタル館を建設する場

所では、環境への配慮がされておらず、赤土が大量に流出していたのだとか。この赤土は海ま



で流れサンゴ礁を覆いつくし白化現象の加速につ

ながるのです。クメジマボタルを復活させるため

にまず始めたのは、自然豊かな当時を知るお年寄

りと、今後の久米島を担う子どもたちとの交流で

した。そこから、どんぐりの森を復活させ、久米

島固有のクワガタ・カブトムシの棲む森づくり。

カタツムリやトンボなど、様々な小さな生き物に

も目を向け、生物多様性を取り 戻すため何年も

活動を続けてきたそうです。          

 しかし、ホタルが復活したと思えば台風や新たな開発で川が埋もれ、再び振出しに戻ってし

まう。そんなことを繰り返しているのだとか。それでも、自然豊かな久米島を取り戻すため、

今や住民の大人も子どもも学校までも協力して活動するまでに成長しました。 

 これからも、久米島の自然を守り続けるための熱い想いを聞くことができました。 

 

「気候非常事態宣言の推進」 

東京大学名誉教授・東京都公立大学法人理事長  

        気候非常事態ネットワーク名誉会長 山本 良一 氏 

 

山本氏は環境経営学、環境材料科学、エ

コデザイン学、環境政策などを専門に研究

されており、東京大学 生産技術研究所 名誉

教授や東京都市大学特任教授を兼任されて

おります。また、文部科学省科学官や、日

本 LCA学会会長、気候非常事態ネットワーク

名誉会長としての要職にも就き、大変活躍

されております。 

はじめに、現在の環境の現状について多

くの研究者の論文や図などを紹介していた

だき、異常気象の例として、シベリア・ヨーロッパ・南アジア・アフリカに及ぶ世界各国の熱

波や、北極海氷の体積の減少、大西洋のハリケーンの増加などの世界で起きている現象につい

てご紹介いただきました。 

つぎに、山本氏が力をいれて取り組んでいる、気候非常事態宣言についてお話しいただきま

した。気候非常事態宣言は 2016 年 12 月にオーストラリアのデアビンではじめて出され、続い

て 2017年２月にタイのヤラ、そして現在では、イギリスのロンドンや、イタリアのミラノ、ア

メリカのニューヨーク市、日本でも千葉商科大学や東京都公立法人などの多くの都市か大学が

気候非常事態宣言をしています。さらに早稲田大学や立命館大学ではカーボンニュートラル宣

言をし、積極的に取り組んでいる大学も増えていることをご紹介頂きました。 

最後に、“企業も大学もそのパーパス（存在意義）に立ち返って経営して欲しい“と、強い想

いをお話しいただきました。 

久米島の赤土問題 



ＰＡＲＴ２ 「サーキュラーエコノミー」循環型経済の推進 

 

「持続可能な地球社会の実現に向けて」 

国立環境研究所特任フェロー  

Future Earth 国際事務局 日本ハブ事務局長 春日 文子 氏 

 

春日氏は国立感染症研究所、国立医療品食品衛生研究所安全情報部長を経て、2016 年４月よ

り国立研究開発法人国立環境研究所特任フェロー並びに 2015 年５月よりフューチャー・アース

国際事務局の日本ハブ事務局長で活躍されております。 

はじめに、IPCC WGll AR6（第六次評価報告書）

で明らかになったことについて短期的なリスクと、

複雑な、複合的、連鎖的なリスクがあることをお話

しいただきました。 

つぎに緩和策と持続可能な開発目標との相関につ

いてはシナジーとトレードオフの考え方や、SDGsの

ウェディングケーキを用いてご説明いただきまし

た。 

最後に、急速に変化し、複雑で相互に関連する地

球規模の問題を対処するには社会の何か一つの立

場、職種、専門分野だけでは解決出来なく、専門や

国、地域を超えた対話と共創が必要であり、さらに科学者だけでもサステイナブルな社会への

転換は図れないと強く訴えかけるようにお話しいただきました。 

 

「カーボンニュートラルへの取り組みと動向」 

東京ガスネットワーク株式会社 茨城支社 共創推進グループ 安藤 正治 氏 

 

安藤氏からは、まず東京ガスネットワーク  

株式会社の LNG（液化天然ガス）に関わる経歴か

ら、LNG、LNG バリューチェーンの特徴や LNG を用

いた火力発電所などの具体的な取り組みについて

お話しいただきました。 

続いて、 2050 年のカーボンニュートラル    

実現に向けて、東京ガスネットワーク株式会社の

現在のカーボンニュートラル化への取り組みとし

て、水素合成メタンの利用に向けたメタネーショ

ンの開発・研究や、メタネーション装置・施設な

どの建設、洋上風力発電事業などを行っていることをご紹介いただきました。 

 

 



「脱炭素の動向と地方創生の事例」 

NTTアノードエナジー株式会社 茨城支店 水口 英紀 氏 

 

NTT アノードエナジー株式会社はこれまで災害時

にもインターネットを使えるように培ってきた自社

発電技術を応用させ、カーボンニュートラル社会に

向かう今の社会情勢に合わせた事業を展開している

そうです。 

そして水口氏から、カーボンニュートラルに関す

る企業や自治体の現状や背景、企業の意識の変化、

NTT グループのカーボンニュートラルに対する取り

組みや地方創生の事例についてお話しいただきまし

た。 

NTT グループは、自社からの温室効果ガスの直接排出と、他社から供給された電気、熱・蒸

気の使用に伴う間接排出をゼロにし、2040 年でのカーボンニュートラル達成を掲げ、NTT グル

ープ独自に規定しているグリーン調達ガイドラインにて、より効果的なサプライチェーン全体

での削減を推進しているそうです。 

 

 「カーボンニュートラル社会に向かう建設マネジメント」 

株式会社 インデックスコンサルティング プロジェクトマネジメント事業本部 

  地方創生・官民連携グループリーダー 掛川 洋規 氏 

 

掛川氏は新潟大学大学院在学中より公益財団法人 新

潟県環境保全事業団（新潟県地球温暖化防止活動推進

センター）非常勤職員、特定非営利活動法人まちづく

り学校 理事・事務局員等を経て、2017 年に株式会社

インデックスコンサルティングに入社。現在はシニア

コンサルタントとして従事し、地方創生・官民連携事

業に関する調査や事業組成、再生可能エネルギーに関

する事業等に携わっています。 

掛川氏からは、1．カーボンニュートラル社会の現

況、2．建設分野におけるカーボンニュートラル、3．プロジェクトマネジメントによるカーボ

ンニュートラルの実現、以上の 3段落に分けてご講演いただきました。 

プロジェクトマネジメントによるカーボンニュートラルの実現については、インデックスコ

ンサルティングの経営方針や、クレド、ノウハウと実績、ビジョン・計画策定について詳しく

ご説明いただきました。 

  

 

 



・パネルディスカッション 

 

  コーディネーター：山梨大学 燃料電池ナノ材料研究センター 教授  吉積 潔 氏 

  パネリスト：春日 文子 氏、安藤 正治 氏、水口 英紀 氏、掛川 洋規 氏 

 

講演後、吉積 潔 氏をコーディネーターにお迎えし、講演者をパネリストとしてパネルディ

スカッションを行いました。ここでは、それぞれの分野の視点から参加者の質問を交えてＳＤ

Ｇｓと企業の経営戦略について話し合っていただきました。 

各講師の皆様、素晴らしいご講演と、それぞれの機関や企業の本音、最先端の技術について

お話しいただき誠にありがとうございました。 

 

 

 



福島の復興からカーボンニュートラルへ 
～第４回エコ・カレッジ現地視察会～ 

「震災から復興へ：産業の回復や再生可能エネルギーの普及に関する最新情報」 

  10 月 21 日（金）、第４回エコ・カレッジ現地視察会を開催しました。今回は、福島県

にある星の村天文台、あぶくま洞、コミュタン福島の３施設を視察しました。職域コー

ス及び職域アドバンスコースの受講生と事務局員含めて約 60 名が参加し、大型バス２

台での視察となりました。 

【星の村天文台】 

 福島県磐越自動車道沿いに位置する田村市。ここは「天に星、地に鍾乳洞、人に愛」を

テーマに掲げた自然豊かな町を代表する施設。それが星の村天文台。田村市がある阿武隈

高原は、大きな街から離れており、人工的な明かりの少ない自然に囲まれた場所。標高は

640 メートルと高く、空気が澄みきっているため、天文台の設置に非常に適していたそう

です。1992 年（平成４年）８月、あぶくま洞に隣接した星の村天文台を建設。その周辺一

帯を「星の村」と命名し、「星の村会館」や「星のビレッジ」などの整備を行ってきた歴史

ある美しい場所です。 

 2011 年３月 11 日、東日本大震災によって主力の 65cm 反射望遠鏡が倒壊してしまいまし

たが、それから一年半、全国各地の公開天文台やプラネタリウム、天文ファンから続々と

応援のメッセージや寄付金が寄せられ、避難生活を送る人々からの応援もあったことで新

しい望遠鏡が再建。今日に至るまで天文台として活躍し続けているそうです。そんな望遠

鏡の愛称は「絆 KIZUNA」。今回の現地視察会は昼間に行ったため、天文台を通して夜空を

見ることはできませんでしたが、プラネタリウムを鑑賞しました。丁寧な解説のもと夜空

に思いを馳せることができました。 

星の村天文台で記念撮影         プラネタリウムで夜空を鑑賞 

【昼食】 

お昼休憩となりました。田村市のテーマは「天に星、

地に鍾乳洞、人に愛」ともあるように、星の村天文台か

ら歩いてすぐのところにあぶくま洞があります。 

昼食後にあぶくま洞へ入ることができました。 



【あぶくま洞】 

 全長 600m の洞内に、種類と数の多さ

では東洋一ともいわれる鍾乳石が続いて

います。一般コースを歩くと約 40 分ほど

かかりますが、一歩進むごとに鍾乳洞の

質感や造形が変わります。さらに鍾乳洞

を色鮮やかなライトアップすることで、

より幻想的な世界観となっていました。

まるで異世界に迷い込んでしまったよう

な気持ちになります。 

  

 先ほどまで空に想いを馳せ

ていたのに、今度は地中へ。地

球の外にある様々な星々へわ

くわくした気持ちが、今度は内

側へ向いていきます。地中に隠

れた神秘を視覚、聴覚、触覚な

ど、歩いたり触れたりするたび

に五感が刺激されてドキドキ

しました。 

 

 また、洞内の安定した環境を利用したワインセラーが設置されており、洞窟の内外にも

様々な生き物が生息していたことから、人と自然の共存の形も垣間見えます。 

 そんなあぶくま洞は、1969 年、石灰岩を採掘中に発見されたそうです。翌年、日本大学

の探検隊が洞内を調べ、現在の観光地となったあぶくま洞主洞部を発見。1973 年に整備が

進み、今のように一般公開されるようになったそうです。 

 

【コミュタン福島】（福島県環境創造センター交流棟） 

 福島環境創造センターは、原子力災害からの「環境回復と創造」に向けた取組を行う総

合的な拠点として、福島県が設置した施設です。そんな福島環境創造センターでは、交流

棟「コミュタン福島」を設けており、そこでは

模型や映像、グラフィックなどで東日本大震災

とそれに起因する原子力災害の状況、災害から

の歩み、現在の状況について総合的に伝える展

示室を整備しています。 

 ところで、コミュタンってどういう意味なの

でしょうか。とガイドの方に聞いてみたところ

「コミュ」は「コミューン（交流）」という意味

で、「タン」は福島県のマスコットキャラクター

「キビタン」からきていると教えてくれました。



その名の通り、子供から大人まで楽しく学ぶことができる設備が整っていました。 

 展示内容は「ふくしまの 3・11 から」に始まり、「ふくしまの環境のいま」「放射線ラボ」

「環境創造ラボ」「環境創造シアター」などとなっており、それぞれの解説をしていただき

ながら福島について学ぶことができました。 

 震災ではいったいどれだけの被害があったのか。 

原発事故後はどう過ごしてきたのか。 

実際に福島に住み、実際に体験した方々のリアルな話を交えて見聞きする展示物は、と

ても強く記憶に刻まれます。また、放射線についての説明では、今実際に空間を飛び回る

放射線を可視化し、放射線から身を守るための知識などが展示されていました。 

 さらに福島のこれからとして、再生可能エネルギーを中心とした環境創造センターらし

い展示もあり、そこでは太陽光発電や地熱発電など、原子力に依存しない福島を実現させ

るために努力している姿を見ることができます。 

 全球型の「環境創造シアター」では、

360°のスクリーンに映し出された原

子力に関する解説を見ることができ、

また「ふくしまの歩みシアター」では震

災当時の映像を交えつつ学ぶことがで

きるなど、とても有意義な学習をする

ことができました。 

 

 

 

 

   コミュタン福島で記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

  震災と再生可能エネルギーの案内 

 

 

 

    環境創造３Ⅾシアター 

 今回の視察にご協力いただきました、星の村天文台、あぶくま洞、コミュタン福島の皆

様に厚く御礼申し上げます。 



最新の環境・廃棄物の動向 
～第５回エコ・カレッジ～ 

 

11 月 24 日にホテルレイクビュー水戸で、「大気・廃棄物・水質の最新法令と我が国

の動向」と題して、第５回エコ・カレッジ（職域コース）を開催しました。環境に関

する重要テーマとして、午前に大気、午後に廃棄物、水質の順で、最新情報を一度に

まとめて学べる密度の濃い講座となりました。 

 

○大気環境の動向  愛媛大学名誉教授  若松伸司 氏 

「光化学大気汚染と地球温暖化を中心として」と

題し、大気環境の動向についてご講演頂きました。 

はじめに、大気汚染物質の環境基準の制定・改定

の経緯や発生源、大気汚染のトレンドや現状につい

て、日本全国の測定局の経年変化のデータをもとに

大気汚染物質の動向についてご説明頂きました。 

 続いて、主な大気汚染物質の人体に及ぼす影響や

発生源、光化学大気汚染物質の生成された経歴から、

窒素酸化物と揮発性有機化合物の濃度の関係性につ

いてグラフや化学式を用いてお話し頂きました。 

次に、気候変動と大気汚染物質、光化学オキシダントと気象状況のそれぞれのグラ

フを比較した関係性や、最近の光化学オキシダントの状況についてお話し頂きました。 

最後に、中国の大気汚染の状況、海陸風循環・ヒートアイランドと大気汚染の関係、

日本全国の一般大気環境測定局における大気汚染濃度年平均値と発生源の関係をまと

めてお話し頂きました。 

 

○廃棄物の動向  株式会社 リーテム  取締役 浦出陽子 氏 

廃棄物の最新法令と我が国の動向について基礎的

な内容から応用まで幅広くご講演頂きました。  

はじめに、基礎の内容として廃棄物の定義と排出

量・リサイクル率の推移について図やグラフを用い

て分かりやすくご説明頂きました。  

続いて、排出事業者責任と廃棄物管理業務につい

て、 ①許可業者への委託  ②契約管理  ③マニフェス

ト管理  の 3 段階に分けてご説明頂きました。  

最後に、小型家電リサイクルと廃プラスチック類

の資源循環と循環型社会の進化についてお話し頂き

ました。小型家電リサイクルについては主に日本の都市鉱山について、廃プラスチック

類については現在の状況や課題、取り組みについて、循環型社会の進化についてはサー

キュラー・エコノミー（循環経済）、社会的背景、資源の使い方など、資源循環の将来を

見据えてお話し頂きました。  



○水環境の動向  茨城県霞ケ浦環境科学センター長  福島武彦 氏 

はじめに、新しい水質環境基準についての背景と

して、海域での水質の改善は達成されたものの、貧

酸素水塊の発生や藻場・干潟等の消失、水辺地の親

水機能の低下がみられることについてお話し頂きま

した。そのため、従来の有機汚濁指標や栄養塩だけ

でなく、水生生物の生息への影響等を直接判断でき

る指標や国民に直感的に理解しやすい指標の導入と

して新しい水質環境基準が必要であるとご説明頂き

ました。また、底層溶存酸素量（底層 DO）、要監視

項目の PFOS、PFOA の現状や問題点、対策については、

霞ヶ浦や現在指定の進んでいる琵琶湖、東京湾を例

にあげて分かりやすく説明して頂きました。 

リモートセンシングを利用した水環境解析については、人工衛星による調査解析の事

例として三方湖におけるヒシ属分布の変遷画像や面積の変化等の解説をして頂きました。

そして、地球温暖化・気候変動の水環境への影響として、湖沼表層水温の上昇速度や地

球温暖化の湖沼生態系に及ぼす影響、霞ケ浦湖心での水温予測、水温変化をモデルにし

た予測、日本の湖沼の水質改善状況についてグラフを用いてご説明頂きました。 

最後に、霞ケ浦水質の問題点についてお話し頂きました。霞ケ浦では 1970 年代、1980

年代の富栄養化によるアオコ（ラン藻）の大量発生や、COD・T-N・T-P などの濃度異常

が問題になっているそうです。そして、水質の改善に向けて霞ケ浦には平成 27 年までに

約 1.4 兆円を投資したものの水環境の改善はっきりみられなかったそうです。その理由

として、霞ケ浦はたった数十ｍの湖岸堤をはさんで、流域側は“生産性の高さ”湖水側

は“清浄な水”を目標に掲げていて、相反する目標をもっていることから水質の改善が

難しくなっているそうです。現在・今後の対策として、湖岸植生帯の保全や、霞ケ浦導

水事業を行っていくそうです。そして、「いばらき霞ケ浦宣言 2018」や生態系サービス

を次世代に引き継いでいく方法についてお話し頂きました。 

 

 

熱心に話を聞く受講生の皆さん 



2022 年度エコ・カレッジ（職域コース）閉講式 
～職域コース 38 名、職域アドバンスコース 44 名が修了～ 

 

 １月 25 日に、第６回エコ・カレッジ（職域コース）をホテルレイクビュー水戸で開

催しました。テーマを「茨城県地球温暖化防止活動推進員の事例報告」として、２名の

推進員に発表していただきました。その後、閉講式を行い 2022 年度の全日程を終了し

ました。 

 

【地球温暖化防止活動推進員の事例報告】 

 以前から活躍されている推進員が活動事例を紹介しました。エコ・カレッジ（職域コー

ス）の修了生の多くが推進員となり、各地域で温暖化防止活動を行っています。修了生が

推進員となった際の参考になる活動事例や多方面において連携・協力してさらなる効果を

得るためのノウハウ等を紹介するために開催したものです。  

  

・大学の地域協働 SDGs プロジェクト   常磐大学 元准教授 

松原 哲哉 氏 

松原推進員は、2015 年度エコ・カレッジ（職

域コース）を修了し、翌年度から推進員として

活動し、昨年まで常磐大学の准教授としてご

活躍されました。 

初めに、松原推進員が常磐大学において取

組んできた２つのプロジェクトについての説

明がありました。１つ目は「常磐大学ファー

ム」プロジェクトについてです。過疎化、高齢

化が進行する常陸太田市金砂郷における耕作

放棄地の再活用により、学生たちが小麦や地域の特産である常陸秋蕎麦の栽培などを

実践し、栽培した収穫物を利用したイベントである「常陸秋蕎麦収穫祭」は地域の方々

との交流の場として開催されました。また、「石窯ピザキャラバン隊」は被災地や地元

常陸太田市などで実施され、大学教育では経験できない人と人との交流の場となって

いることが報告されました。 

２つ目に「常磐の森再生」プロジェクトについてです。最も身近な大学構内や隣接す

る沢渡川流域に拡がる「常磐の森」での環境活動として、森の「再生」と、近隣で絶滅

に瀕しているゲンジボタルの「再生」に取組み、荒廃した森の整備から小川の浚渫、植

樹などを含め、子どもたちの環境教育の場づくりをされました。 

このような活動を通して、地域で同種の活動をしている逆川こどもエコクラブや英宏

小中学校などと連携しての各種環境イベント参加協力など「ホタルネットワーク mito」

の形成に繋がり、常磐大学としては低炭素杯２０１５で「最優秀わくわく未来賞」、低

炭素杯２０１９で「マクドナルドオーディエンス賞」を受賞されました。 

 最後に、大学教育におけるプロジェクト型の地域環境教育の重要性として、身近な

地域の問題を自分自身で発見し、その改善を実行するための各種能力を、身近な地域



での活動を通して育成していくこと、更には地域のモノや人が持つ潜在的な価値の発

見を体験を通して得られることで、学生たちが自信や誇りを回復させていくことであ

ると熱く語られました。そしてまずはアクションを起こし、次世代の地域の担い手の

育成をしていくことが、本当に大切であると説明していただきました。 

 

 

・企業のカーボンニュートラルの取組  東部燃焼株式会社 

代表取締役社長  岡田 晃 氏 

岡田推進員は、2020 年度エコ・カレッジ（職域

コース）を修了され、翌年度から推進員として活

動し、東部燃焼株式会社の代表取締役社長として

日々ご活躍されています。 

元気な挨拶から始まり、会社の経営理念にある

「地域経済の発展に寄与します」の重要性につい

て、SDGs に向けた取組みを実践していくことでし

っかりと進めていることなど、経営理念に込めた

ご自身の思いや、同社のマスコットキャラクター

である「モユ太」について、名前の由来などの説明の中で、会場から笑いをとるなどし

て、はっきりとした口調と人を引き付ける話し方で会社についての思いをお話してい

ただきました。特に強調されたのが SDGs の取組みとして３つのテーマ「人材育成の推

進」「地域社会への貢献」「課題解決型の事業」であり、特にその中でも「人材育成の推

進」に注力されていることを説明していただきました。 

また、脱炭素チャレンジカップへの協賛や千波湖ソーラー街路灯の寄贈、千波湖学

習会への参加、各 SDGs フォーラムの開催などを通して、様々な環境活動に企業として

真摯に向き合いながら実践していることが分かりました。そして本社屋上の太陽光パ

ネル設置や電気自動車の導入など、カーボンニュートラルで地域のレジリエンスにつ

ながることも進んで取組まれたり、環境器具商品の共同開発などにも積極的に取組み、

地域におけるオンリーワン企業に向けて着実に成果を上げ続けています。 

最後に、人とのつながりを大切にしながら、人とは違うことに取組んでいくことの

重要性と、その取組みを周りに自慢していくことが大切であると熱く語られました。 

 

・茨城県地球温暖化防止活動推進員について  

茨城県県民生活環境部環境政策課地球 

温暖化対策グループ主任 奥田 雅俊 氏 

 

「地球温暖化防止活動推進員とは」や「推進員

の活動内容」などについて、また「委嘱要件」

や「留意事項」などについて、推進員の新規委

嘱者募集に対して分かりやすく説明していた

だきました。 



 

【閉講式】 

 同日、閉講式を開催しました。来賓の茨城県県民生活環境部環境政策課の佐藤隆史

課長から祝辞をいただき、当協会の猿田理事長から職域コース及び職域アドバンスコ

ースの受講者一人ひとりに修了証書を授与しました。その後、記念撮影を行い、2022 年

度のエコ・カレッジ全課程を終了しました。 

 職域コースの修了者は 38 名、職域アドバンスコースの修了者は 44 名でした。2023

年度も最新のカーボンニュートラルやサーキュラーエコノミーなどの情報を組み込み

ながら実施しますので、ぜひ、ご参加ください。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2022 年度エコ・カレッジの開催結果】 

第１回  7 月 28 日 開講式／気候変動への備えと再生可能エネルギー 

第２回  8 月 25 日 廃棄物処理と地域循環共生圏ローカルＳＤＧｓ 

第３回  9 月 28 日 生物多様性／「サーキュラーエコノミー」循環型経済の推進 

第４回 10 月 21 日 現地視察（星野村天文台／こみゅたん福島） 

第５回 11 月 24 日 大気・廃棄物・水質の最新法令と我が国の動向 

第６回  1 月 25 日 地球温暖化防止活動推進員の事例報告／閉講式 

 

職域コース、職域アドバンスコース修了の皆様 


